
SDGs（持続可能な開発目標）について

SDGｓとは、2015年9月に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェ

ンダ」にて記載された2016年から2030年までに取り組むべき国際開発目標であり、発展途上

国のみならず、先進国を含めたユニバーサル（普遍的）な目標です。

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され、「地球上の

誰一人として取り残されない」ことを誓っています。

今ある資源をすべて使ってしまい、未来の人々に何も残さない開発は、持続可能ではありませ

ん。持続可能な開発とは、将来の世代のために環境や資源を壊さず、共に成長し、他者を思いや

り、環境を大切し、今の生活をよりよい状態にすることです。

次のページには、私たち一人ひとりができる取組例を掲載しています。「自分ごと」と考え、

行動し、目標を達成していきましょう。なお、広報うきは12月1日号から、市の実施する事業に

ついて、該当するアイコンを掲載しています。
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SDGｓにチャレンジしよう
将来の世代のためのSDGｓの目標に、あなたができることはたくさんありま

す。できることから取り組んでいきましょう。

あらゆる場所のあらゆ
る形態の貧困を終わら
せる。

食べ残しをしない。

ボランティア活動
に参加する。

など

飢餓を終わらせ、食料
安全保障及び栄養改善
を実現し、持続可能な
農業を促進する。

必要以上の買い物
をしない。

規格外の野菜や果
物を買う。

など

あらゆる年齢のすべて
の人々の健康的な生活
を確保し、福祉を推進
する。

近くを散歩する。

通勤は自転車で行
う。

予防接種を受ける。
など

すべての人に包摂的か
つ公正な質の高い教育
を促進する。

図書館にいって本
を読む。

各種勉強会に参加
しする。

など

ジェンダー平等を達成
し、すべての女性及び
女児の能力強化を行う。

「女性だから」
「男性だから」と
決めつけない。

など

すべての人々の水と衛
生の利用可能性と持続
可能な管理を確保する。

蛇口をこまめに閉
める。

プラスチック製品
の使用を控える。

など

すべての人々の、安価
かつ信頼できる持続可
能な近代的エネルギー
へのアクセスを確保す
る。

不要な照明は消す。

エアコンの温度設
定を、夏は高く、
冬は低くする。

など

包摂的かつ持続可能な
経済成長及びすべての
人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのあ
る 人 間 ら し い 雇 用
（ディーセント・ワーク）
を促進する。

休みの日はしっか
りと休む。

労働者としての権
利を知る。

同一労働同一賃金
を支持する。

など

強靱（レジリエント）
なインフラ構築、包摂
的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベー
ションの推進を図る。

公共交通機関を利
用する。

ESG投資などを行
う。

など

各国内及び各国間の不
平等を是正する。

海外のことについ
て知ったり、さま
ざまな文化に触れ
る。

など

包摂的で安全かつ強靱
（レジリエント）で持
続可能な都市及び人間
居住を実現する。

ハザードマップ・
避難所を確認する

まちづくりに興味
を持つ。

など

持続可能な生産消費形
態を確保する。

モノを大切に使う。

使わないものは寄
附する。

など

気候変動及びその影響
を軽減するための緊急
対策を講じる。

エコバックを持参
する。

窓やドアの隙間を
ふさいで、エネル
ギー効率を上げる。

など

持続可能な開発のため
に海洋・海洋資源を保
全し、持続可能な形で
利用する。

海や川の清掃活動
に参加する。

など

陸域生態系の保護、回
復、持続可能な利用の
推進、持続可能な森林
の経営、砂漠化への対
処、ならびに土地の劣
化の阻止・回復及び生
物多様性の損失を阻止
する。

植物を育てる。

ごみはごみ箱へ捨
てる。ポイ捨てを
しない。

リサイクルできる
ものはリサイクル
する。

など

持続可能な開発のため
の平和で包摂的な社会
を促進し、すべての
人々に司法へのアクセ
スを提供し、あらゆる
レベルにおいて効果的
で説明責任のある包摂
的な制度を構築する。

18歳以上は選挙
に行く。

政策や制度に関心
を持つ。

いじめや虐待を見
逃さない。

など

持続可能な開発のため
の実施手段を強化し、
グローバル・パート
ナーシップを活性化す
る。

地域のイベントに
参加する。

取組をSNS等で報
告・シェアする。

など

17の目標と具体的な内容 あなたができること 17の目標と具体的な内容 あなたができること

他にもできることはたくさんあるよ。
まずは、あなたの「自分ごと」を見つけて

できることから取り組んでいこう！


